
一

東
常
縁
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
宗
祇
は
、
三
条
西
実
隆
を
は
じ
め
、
肖
柏
、

近
衞
尚
通
に
古
今
伝
受
を
伝
え
た
。
こ
れ
ら
の
古
今
伝
受
に
つ
い
て
は
宮
内
庁
部

蔵
の
古
今
伝
受
資
料
を
も
と
に
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』
が
記
さ
れ
、

そ
の
大
要
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
時
代
の
和
歌
資
料
や
日
記
類
な
ど
を

も
と
に
し
て
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前
期
』『
同　

室
町
後
期
』（
井
上
宗

雄
氏
）
が
記
さ
れ
、
古
今
伝
受
が
同
時
代
歌
壇
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

一
方
、
新
井
栄
蔵
氏
に
よ
り
陽
明
文
庫
蔵
の
古
今
伝
受
資
料
が
調
査
・
整
理
さ

れ
、
資
料
を
も
と
に
し
て
近
衛
家
の
古
今
伝
受
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。
柴
田
光

彦
氏
な
ど
に
よ
り
早
稲
田
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
三
条
西
家
の
古
今
伝
受
資
料
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
『
古
今
切
紙
集
』（
橋
本
不
美
男
氏
・
新
井
栄
蔵
氏
）『
中

世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』（
片
桐
洋
一
氏
）に
よ
り
、
古
今
伝
受
資
料
が
影
印
、
あ

る
い
は
翻
刻
に
よ
り
公
刊
さ
れ
、
宗
祇
を
継
承
す
る
古
今
伝
受
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
し
て
、
宗
祇
が
相
伝
し
た
古
今
伝
受
の
切
紙

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一
　
宗
祇
を
継
承
す
る
古
今
切
紙
三
種

ま
ず
、
宗
祇
を
継
承
す
る
古
今
切
紙
三
種
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
三
条

西
実
隆
へ
の
古
今
伝
受
資
料
は
実
隆
自
筆
の
『
古
今
伝
受
書
』
が
早
稲
田
大
学
に

伝
わ
る
（
以
下
、
実
隆
切
紙
と
略
す
）。
柴
田
光
彦
氏
が
考
証
・
翻
刻
さ
れ
、
後
に

影
印
が
公
刊
さ
れ
た
。
ま
た
、切
紙
の
内
容
に
つ
い
て
、長
谷
川
千
尋
氏
が
考
証
さ

れ
た
。

長
谷
川
氏
は
、
実
隆
切
紙
に
含
ま
れ
る
「
切
帋
事
」
と
「
千
葉
東
家
切
帋
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
Ａ
「
常
光
院
流
」
と
Ｂ
「
千
葉
東
家
流
」
と
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
、

そ
の
二
十
四
通
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ
た
漢
数
字
の
順
に
並
べ
換
え
て
示
し
た

上
で
、「
こ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
」と
さ
れ
た
。
こ
の
漢
数
字
は
、
実
隆
切
紙
に
記

（
１
）

（
2
）

宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切
紙

―
切
紙
に
付
さ
れ
た
漢
数
字

―

小

髙

道

子
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二

さ
れ
た
順
序
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
実
隆
切
紙
に
は
漢
数
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い

切
紙
も
多
い
。
漢
数
字
の
順
に
順
序
を
変
え
て
示
し
た
理
由
も
、
こ
の
二
十
四
通

で
「
す
べ
て
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
理
由
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

宗
祇
か
ら
近
衞
尚
通
に
伝
え
ら
れ
た
古
今
切
紙
は
、
大
覚
寺
義
俊
に
与
え
ら
れ

た
尚
通
自
筆
切
紙
が
、
幽
斎
に
よ
り
収
集
さ
れ
て
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
（
以

下
、
尚
通
切
紙
と
略
す
）。
尚
通
切
紙
は
、
柴
田
氏
の
注
（
１
）
論
文
で
紹
介
さ
れ

た
書
状
な
ど
に
よ
り
、
宗
祇
か
ら
継
承
し
た
切
紙
と
と
も
に
、
実
隆
か
ら
継
承
し

た
切
紙
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

宗
祇
か
ら
肖
柏
に
伝
え
ら
れ
た
切
紙
は
、
肖
柏
か
ら
宗
訊
に
伝
え
ら
れ
た
資
料

が
、
幽
斎
に
よ
り
収
集
さ
れ
て
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る（
以
下
、
肖
柏
切
紙
と
略

（
3
）

（
4
）

（
5
）

す
）。次

に
、
実
隆
切
紙
を
中
心
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
切
紙
を
一
覧
し
て
お
こ
う
。
実

隆
切
紙
に
記
さ
れ
た
順
に
カ
タ
カ
ナ
で
五
十
音
順
に
順
序
を
記
し
、
三
流
の
切
紙

が
書
か
れ
て
い
る
順
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
漢
数
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
項
目

に
は
×
印
を
付
し
、
増
補
さ
れ
て
い
る
項
目
に
は
※
を
付
し
た
。
参
考
の
た
め
に

実
枝
か
ら
幽
斎
に
与
え
ら
れ
た
切
紙
（
以
下
、
当
流
切
紙
と
略
す
）
を
付
す
。
ま

た
、
長
谷
川
氏
が
「
す
べ
て
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
二
十
四
通
を
長
谷
川
氏
と
し
て

氏
の
記
さ
れ
た
順
に
算
用
数
字
で
記
し
た
。
ま
た
、
実
隆
切
紙
に
見
ら
れ
な
い
切

紙
を
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
て
、
実
隆
切
紙
の
後
に
記
し
た
。

（
6
）

実
隆
切
紙

長
谷
川
氏

肖
柏
切
紙

尚
通
切
紙

当
流
切
紙

端
裏
書
な
ど

漢
数
字

Ａ

Ｂ

15
通

7
通

漢
数
字

22
通

5
通

漢
数
字

18
通

6
通

漢
数
字

ア

土
代　

奉
授

十
二

12

12

×

5

二

17

十
七

イ

重
之
重　

身
仁
邪
奈
久

十
一

11

14

十
一

13

十　

二

16

十
六

ウ

口
伝　

古
哥
事

十

10

6

16

十
六

エ

秘
　々

ホ
ノ
〳
〵
ノ
哥
ノ
事

九

9

１

一

14

十
四

オ

天
地
人
ノ
哥
ノ
事

八

8

18

十
五

13

十
三

カ

風
躰
事　

風
躰
口
伝
哥

七

7

10

×

20

十
七

※
5

×

キ

又
口
伝　

吉
野
山
ノ
桜
事

六

6

13

×

3

15

十
五
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三

ク

三
鳥
之
大
事

五

5

5

×

1

8

八

ケ

重
大
事
（
三
木
）

四

4

4

四

2

4

四

コ

ヲ
カ
タ
マ
ノ
木
ノ
事

一

1

1

一

2

一

1

一

サ

メ
ト
ノ
ケ
ツ
リ
花
ノ
事

二

2

2

二

3

二

2

二

シ

カ
ハ
ナ
ク
サ
ノ
事

三

3

3

三

4

三

3

三

ス

流
議
不
同

9

×

15

十
三

2

×

セ

古
今
伝
受
次
第

1

×

ソ

伝
受
次
第
（
系
図
）

1

×

18

十
八

タ

伊
勢
・
住
吉
・
玉
津
嶋

チ

柿
下
朝
臣　

紀
貫
之

ツ

奥
書
（
文
明
三　

常
縁
→
宗
祇　

証
明
状
）

テ

重
而
奥
書
（
文
明
五　

同
）

ト

伊
勢
物
語
之
事
（
文
明
四　

同
）

※

千
葉
東
家
切
紙
寸
法

2

×

ナ

稽
古
方

一

1

15

×

※
4

×

ニ

作
伝

二

2

22

十
九

※
4

×

ヌ

道
（
百
人
一
首
他
）

三

3

※
4

×
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四

ネ

三
鳥

四

4

7

四

12

九

ノ

号
題
之
口
伝

五

5

7

四

ハ

賀
茂
祭
哥
事

六

6

16

十
三

ヒ

名
題
之
事

七

7

8

五

フ

三
鳥
重
之
口
伝

×

※
19

十
六

ヘ

短
哥
事

×

8

×

17

十
四

3

×

ホ

御
賀
玉
木

一

1

9

六　

一

マ

妻
戸
挿
花

二

2

10

七　

二

ミ

加
和
名
種

三

3

11

八　

三

ム

三
六
秘

21

十
八

※
5

×

メ

神
道
口
伝
事

※
6

×

Ａ

古
伝
私
三
鳥
等

6

×

Ｂ

六
ヶ
条

11

×

Ｃ

花
ツ
ミ
ノ
事

3

×

Ｄ

古
今
伝
受
之
時
誓
文
案

4

×

Ｅ

宗
祇　

肖
ヘ
案

5

×

Ｆ

端
裏
書
ナ
シ

6

×
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五

二
　
切
紙
に
付
さ
れ
た
漢
数
字

右
の
表
を
一
瞥
す
る
と
、
切
紙
に
付
さ
れ
て
い
た
漢
数
字
と
、
通
し
番
号
（
書

写
さ
れ
た
順
序
順
序
に
私
に
付
し
た
算
用
数
字
）
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
漢
数
字
に
つ
い
て
長
谷
川
氏
は
、
前
掲
論
文
で
「
題
目

の
上
に
本
文
同
筆
で
朱
書
さ
れ
た
通
し
番
号
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
後
に
「
一
部
順

序
を
正
し
て
（
略
）
も
う
一
度
掲
出
」
す
る
と
し
て
、
漢
数
字
の
順
序
に
並
べ
て

掲
出
さ
れ
た
。
漢
数
字
は
本
文
同
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
本
文
同
筆
」と
い
う

こ
と
は
、
漢
数
字
と
本
文
の
筆
者
が
同
じ
と
推
定
さ
れ
る
。
長
谷
川
氏
は
「
正
し

て
」
と
し
て
漢
数
字
の
順
序
に
並
べ
換
え
た
が
、
漢
数
字
の
番
号
が
正
し
い
と
す

Ｇ

口
决

7

×

Ｈ

端
裏
書
ナ
シ

4

Ｉ

端
裏
書
ナ
シ

5

Ｊ

切
紙
之
上
口
伝
（
三
木
）

5

五

Ｋ

重
之
口
伝
極
（
前
ノ
三
ヶ
ノ
子
細
）

6

六

Ｌ

真
諦
之
事

7

七

Ｍ

鳥
之
釈

9

九

Ｎ

鳥
之
口
伝

10

十

Ｏ

一
虫

11

十
一

Ｐ

虫
之
口
伝

12

十
二

Ｑ

稽
古
方

4

×

Ｒ

稽
古
口
决

5

×

Ｓ

神
道

6

×
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六

る
な
ら
、
実
隆
は
、
ど
う
し
て
漢
数
字
の
順
に
記
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
漢
数
字
と
書
写
さ
れ
た
順
序
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

漢
数
字
と
通
し
番
号
と
を
比
較
す
る
と
、
当
流
切
紙
の
み
が
一
致
す
る
こ
と
が

わ
か
る
。
当
流
切
紙
は
、
三
条
西
実
枝
が
記
し
て
幽
斎
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
両
者
が
一
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漢
数
字
も
実
枝
に
よ
り
記
さ
れ
た
も
の
と

推
定
で
き
る
。
漢
数
字
は
、
伝
受
者
で
は
な
く
、
相
伝
者
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
両
者
が
最
も
不
一
致
な
の
が
尚
通
切
紙
で
あ
る
。
尚
通
切

紙
に
付
さ
れ
た
漢
数
字
に
つ
い
て
は
書
写
し
た
智
仁
親
王
も
一
か
ら
三
の
数
字
が

重
複
し
て
い
る
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
続
文
学
篇
』
も
「
出
鱈
目
」
で

あ
る
と
記
し
た
。
尚
通
切
紙
が
、
宗
祇
か
ら
受
け
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
徳
大

寺
実
淳
を
通
し
て
実
隆
か
ら
も
二
度
に
わ
た
っ
て
受
け
て
い
る
こ
と
を
考
察
す
る

と
、
与
え
る
側
が
漢
数
字
を
記
し
た
と
推
定
す
る
こ
と
で
、
数
字
の
重
複
が
理
解

で
き
る
。
ま
た
、
実
隆
の
書
状
に
重
要
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
「
ホ
ノ
〳
〵
ノ

哥
ノ
事
」（
実
隆
切
紙
エ
）を
最
初
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
写
さ
れ
て
い
る

順
序
に
私
に
付
し
た
通
し
番
号
は
、
尚
通
が
義
俊
に
与
え
た
順
序
に
一
致
す
る
と

推
定
で
き
る
。
尚
通
は
、
自
身
が
受
け
た
切
紙
を
自
分
な
り
に
整
理
し
た
順
序
で

義
俊
に
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
数
字
は
宗
祇
な
ど
か
ら
与
え
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
切
紙
に
付
さ
れ
て
い
た
数
字
で
あ
り
、
尚
通
は
そ
れ
を
並
べ
換
え
て
自
ら
の
切

紙
の
体
系
を
作
り
、
そ
の
順
序
で
義
俊
に
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
切
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
数
字
が
、
師
に
与
え
ら
れ
た
数
字
で

あ
り
、
自
ら
の
門
弟
に
相
伝
す
る
時
に
は
師
か
ら
伝
受
し
た
切
紙
の
漢
数
字
を
残

し
た
ま
ま
、
自
ら
が
整
え
た
順
序
に
並
べ
換
え
た
と
す
る
と
、
実
隆
切
紙
に
記
さ

れ
た
二
流
の
切
紙
が
漢
数
字
の
順
序
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
説
明
で
き
よ

う
。
実
隆
切
紙
に
つ
い
て
長
谷
川
氏
は
漢
数
字
が
つ
い
て
い
る
二
種
類
の
十
二
通

あ
わ
せ
て
二
十
四
通
を
「
こ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
実
隆
自
筆
の
『
古
今
伝
受
書
』
に
記
さ
れ
た
切
紙
は
二
十
四
通
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
私
に
カ
タ
カ
ナ
を
付
し
た
ア
か
ら
モ
ま
で
、
三
十
五
通
が
伝
わ
る

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
実
隆
切
紙
の
ス
は
、
長
谷
川
氏
が
「
す
べ
て
で
あ
る
」
と

さ
れ
た
二
十
四
通
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
肖
柏
切
紙
・
尚
通
切
紙
・
当
流
切
紙
に

共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
実
隆
切
紙
ソ
・
※
・
ム
・
メ
は
、
長
谷
川
氏
の
い

う
二
十
四
通
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
肖
柏
切
紙
・
尚
通
切
紙
・
当
流
切
紙
の
い
ず

れ
か
に
見
ら
れ
る
。
宗
祇
か
ら
伝
受
し
た
他
の
流
派
に
も
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
切

紙
も
、
実
隆
は
宗
祇
か
ら
伝
受
し
た
と
推
定
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
谷

川
氏
は
二
十
四
通
の
切
紙
を
「
こ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の

切
紙
を
除
外
さ
れ
る
理
由
を
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
切
紙
は
、
ど
の
よ
う

な
根
拠
で
実
隆
切
紙
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
改
め
て
実
隆
切
紙
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
実
隆
切
紙
は
巻
末
に
次
の
奥

書
が
あ
る
。

右
宗
祇
法
師
御
伝
受
事
等
為
輩
卒
爾
候
、
蒙
仰
記
付
之
、
正
本
納
函
底
、
彼

書
状
等
又
可
秘
蔵
、
此
一
巻
不
可
他
見
者
也
、

　
　

永
正
第
七
二
月
十
八
日
雨
中
記
之

こ
の
奥
書
を
見
る
と
、
こ
の
一
巻
は
、
宗
祇
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
実
隆
が

「
永
正
七
」
年
二
月
十
八
日
に
書
写
し
た
も
の
で
、
宗
祇
か
ら
伝
受
し
た
「
正
本
」

は
「
函
底
」
に
納
め
た
と
い
う
。
こ
の
奥
書
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
一
巻
は
、

す
べ
て
、
宗
祇
か
ら
実
隆
が
伝
受
し
た
切
紙
と
い
え
よ
う
。
そ
の
中
に
、「
切
帋

事
」
と
「
千
葉
東
家
切
帋
」
が
各
十
二
通
、
漢
数
字
を
付
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
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は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
十
二
通
が
、
漢
数
字
を
付
し
た
状
態
で
宗
祇
に
相
伝
さ
れ
た
か

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宗
祇
は
実
隆
に
相
伝
す
る
際
に
、
こ
れ
ら
の
切
紙
に
、

相
伝
次
第
な
ど
を
添
え
て
、
自
ら
が
編
集
し
た
体
系
で
実
隆
に
伝
え
た
と
推
察
で

き
る
。

実
隆
切
紙
は
「
切
帋
事
」
と
す
る
十
二
通
だ
け
を
見
る
と
、
同
じ
漢
数
字
で
、

同
じ
順
序
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
隆
切
紙
コ
サ
シ
の
三
通
は
、
ど
の
切
紙

に
も
、
同
じ
漢
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
肖
柏
切
紙
・
当
流
切
紙
と
も

に
、
こ
の
順
序
で
切
紙
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
肖
柏
切
紙
の
内
、
六
通
に

漢
数
字
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
六
通
に
付
さ
れ
て
い
る
漢
数
字
は
実
隆

切
紙
に
付
さ
れ
た
漢
数
字
に
一
致
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
実
隆
切
紙
に
付

さ
れ
た
漢
数
字
は
、
宗
祇
か
ら
実
隆
・
肖
柏
へ
の
古
今
伝
受
の
際
に
は
す
で
に
付

さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
漢
数
字
を
、
師
が
弟
子
に
切
紙
を
与
え

た
時
に
付
し
た
と
推
定
す
る
と
、
実
隆
切
紙
に
付
さ
れ
た
二
十
四
の
漢
数
字
は
、

宗
祇
が
そ
れ
ぞ
れ
の
十
二
通
を
伝
受
し
た
時
に
付
さ
れ
て
い
た
漢
数
字
で
あ
る
と

推
量
さ
れ
る
。
宗
祇
は
実
隆
に
切
紙
を
与
え
る
際
、
自
ら
が
伝
受
し
た
二
十
四
通

に
つ
い
て
は
、
そ
の
道
統
と
自
ら
が
与
え
ら
れ
た
際
の
漢
数
字
を
付
し
て
実
隆
な

ど
に
相
伝
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
宗
祇
は
、
自
ら
が
与
え
ら
れ
た
二

十
四
通
の
切
紙
を
、
そ
の
ま
ま
門
弟
に
相
伝
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
実
隆
へ

の
相
伝
に
際
し
て
は
、
二
十
四
通
の
ほ
か
に
、
相
伝
方
法
な
ど
を
記
し
た
十
一
通

を
加
え
た
。
ま
た
、
肖
柏
へ
の
相
伝
で
は
、
二
十
四
通
の
中
の
一
部
の
み
を
伝
え

た
ほ
か
、
連
歌
に
必
要
な
切
紙
を
補
っ
て
相
伝
し
た
。
尚
通
へ
の
相
伝
で
は
、
一

部
し
か
伝
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
尚
通
は
徳
大
寺
実
淳
を
通
じ
て
実
隆
か

ら
も
伝
受
し
て
い
る
。
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
と
一
括
し
て
扱
わ
れ
る
三
流
の
古

今
伝
受
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
継
承
者
に
よ
っ
て
、
継
承
し
た

内
容
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
切
紙
の
内
容
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て

検
討
を
加
え
た
い
。

三
　
古
秘
抄
に
つ
い
て

宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切
紙
を
概
観
し
た
所
で
、「
古
秘
抄
」に
つ
い
て

検
討
し
て
お
き
た
い
。
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
同
書
に
つ
い
て
は
、
新
井
栄
蔵

氏
が
紹
介
さ
れ
た
（「
陽
明
文
庫
蔵　

古
秘
抄　

別
本
」、『
叙
説
』
昭
54
・
10
）。

こ
れ
ま
で
の
古
今
伝
受
研
究
を
批
判
す
る
鈴
木
元
氏
は
、
こ
の
書
を
「
宗
祇
流
伝

授
の
初
期
段
階
」
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
独
自
の
古
今
伝
受
論
を
展
開
し
た
。

鈴
木
元
氏
は
「
古
今
伝
授
は
和
歌
を
進
展
さ
せ
た
か
」（『
中
世
詩
歌
の
本
質
と
連

関
』
平
24　

竹
林
舎
）
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
の
古
今
伝
受
研
究
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
批
判
さ
れ
た
。「「
古
今
伝
授
」
の
本
質
に
関
す
る
論
究
は
、
実
は
さ
ほ
ど

多
く
は
な
い
」
た
め
に
、「
事
実
経
過
や
手
続
き
の
確
認
、
解
明
は
進
ん
だ
」
も

の
の
、
古
今
伝
受
に
つ
い
て
「
ど
こ
に
そ
の
営
み
の
本
質
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
実
は
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

横
井
氏
の
論
考
（
小
髙
注
『
古
今
伝
授
沿
革
史
論
』）
以
降
、
数
多
く
の
「
古

今
伝
授
」
に
つ
い
て
の
論
が
登
場
し
た
。
け
れ
ど
も
、「
古
今
伝
授
」
の
本
質

に
関
す
る
論
究
は
、
実
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
事
実
経
過
や
手
続
き
の
確

認
、
解
明
は
進
ん
だ
け
れ
ど
も
、
な
ぜ
「
古
今
伝
授
」
が
発
生
し
た
の
か
、

ど
こ
に
そ
の
営
み
の
本
質
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
実
は
は
っ
き
り
し
な
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い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

横
井
金
男
氏
以
降
、
七
十
余
年
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
古
今
伝
受

研
究
を
批
判
し
た
鈴
木
氏
は
、
新
井
栄
蔵
氏
の
「
宗
祇
流
の
古
今
集
注
釈
に
お
け

る
「
裏
説
」
に
つ
い
て
」（『
文
学
』
昭
54
・
７
）
を
「
今
日
の
〈
古
今
伝
授
〉
理

解
の
輪
郭
を
作
り
上
げ
た
と
言
っ
て
よ
い
。」と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
実
証

的
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
古
今
伝
受
資
料
で
は
な
く
、
新
井
栄
蔵
氏
が

紹
介
さ
れ
た
「
古
秘
抄
」
の
中
の
一
項
目
を
取
り
上
げ
て
、「
こ
の
解
釈
法
は
、
宗

祇
流
の
特
徴
と
し
て
次
第
に
肥
大
化
し
て
い
く
傾
向
を
見
せ
る
」
と
「
宗
祇
流
の

特
徴
」
と
す
る
「
解
釈
法
」
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
一
項
目
は
「
重

要
な
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
丁
寧
に
記
述
内
容
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
」と
し
て
、

そ
の
内
容
を
検
討
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
氏（
小
髙
注　

新
井
氏
）の
指
摘
の
中
で
も
う
一
つ
注
意
さ
れ

る
の
は
、
同
切
紙
に
よ
れ
ば
「
裏
説
」
の
解
釈
法
で
は
歌
の
余
情
が
失
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
二
重
の
解
釈
法
を
全
肯
定
で

は
捉
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
裏
説
」の
目
指
す
方
向
が
和
歌
の
余
情
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
は
か
ら
ず
も
伝
授
に
か
か
わ
っ
た
当
事
者
の
口
か
ら
語
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
解
釈
法
は
、
宗
祇
流
の
特
徴
と
し
て
次
第
に
肥

大
化
し
て
い
く
傾
向
を
見
せ
る
。
故
に
、
和
歌
の
余
情
と
対
立
す
る
と
の
自

覚
の
も
と
、
抑
制
的
に
「
裏
説
」
の
導
入
さ
れ
た
こ
の
切
紙
の
説
は
、
宗
祇

流
伝
授
の
初
期
段
階
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
か
つ
て
新
井
氏
の
紹
介
さ
れ

た
「
古
秘
抄
別
本
」
記
事
で
あ
る
。
本
来
は
切
紙
で
伝
授
さ
れ
て
い
た
秘
伝

の
集
成
と
思
わ
れ
る
同
書
に
は
、「
内
外
表
裏
事
」
と
の
一
項
目
が
存
す
る
。

本
題
か
ら
脇
へ
逸
れ
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
重
要
な
問
題
を

含
ん
で
お
り
、
丁
寧
に
記
述
内
容
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

鈴
木
氏
の
い
う
「「
裏
説
」
の
解
釈
法
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
事
実
経
過
や
手
続

き
の
確
認
、
解
明
」
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
れ
ま
で
の
古
今
伝
受
研
究
に
お
い
て
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
解
釈
法
」
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
「
解
釈

法
」
が
、「
宗
祇
流
の
特
徴
と
し
て
次
第
に
肥
大
化
し
て
い
く
傾
向
を
」
実
証
す
る

こ
と
や
、
そ
の
「
解
釈
法
」
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
切
紙
の
授
受
さ
れ
た
古
今
伝

受
の
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
切
紙
全
体
の
内
容
を
検

討
す
る
こ
と
な
く
、
一
項
目
の
「
解
釈
法
」
に
着
目
し
て
成
立
を
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
鈴
木
氏
の
研
究
を
検
証
し
て
み
た
い
。

鈴
木
氏
は
新
井
氏
が
紹
介
さ
れ
た
「
古
秘
抄
別
本
」
か
ら
、「
内
外
表
裏
事
」
と

す
る
一
項
目
を
取
り
上
げ
て
「
本
題
か
ら
脇
へ
逸
れ
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
丁
寧
に
記
述
内
容
を
押
さ
え
て
お
き
た

い
。」
と
し
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紙
幅
を
割
い
て
詳
述
し
た
。
鈴
木
氏
は
「
古
秘

抄
」
に
記
さ
れ
た
内
容
を
、「
同
切
紙
に
よ
れ
ば
」「
こ
の
切
紙
の
説
」
と
、「
切

紙
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、「
古
秘
抄
」
が
切
紙
と
し
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
は
何

一
つ
実
証
さ
れ
て
い
な
い
。
鈴
木
氏
は
「
本
来
は
切
紙
で
伝
授
さ
れ
て
い
た
秘
伝

の
集
成
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
「
古
秘
抄
」
を
切
紙
と
し
て
引
用
す
る
が
、「
古
秘

抄
」
の
も
と
に
な
る
切
紙
は
、
未
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
「
古
秘
抄
」
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は
、「
本
来
は
切
紙
で
伝
授
さ
れ
て
い
た
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
「
本
来
は
切

紙
で
伝
授
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
「
古
秘
抄
」
の
も
と
に
な
る
切
紙
が
明
か
で
な

い
以
上
、「
本
来
は
切
紙
で
伝
授
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
推
測
だ
け
で
、「
古
秘
抄
」

を
切
紙
と
し
て
扱
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
鈴
木
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
古
今
伝

受
研
究
を「
事
実
経
過
や
手
続
き
の
確
認
、
解
明
は
進
ん
だ
け
れ
ど
も
、」「「
古
今

伝
授
」
の
本
質
に
関
す
る
論
究
は
、
実
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
」
と
し
て
こ
れ
ま

で
の
実
証
的
研
究
を
批
判
し
た
。
鈴
木
氏
か
ら
す
れ
ば
、
単
な
る
「
事
実
経
過
や

手
続
き
の
確
認
、
解
明
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
古
今
伝
受
に
お

い
て
切
紙
が
い
か
に
し
て
授
受
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、『
続
文
学
篇
』で
資
料
と

と
も
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。「
裏
説
」
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、「
切
紙
」
と

し
て
相
伝
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、「
本
来
は
切
紙
」で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
切
紙
が
い
か
な
る
師
弟
関

係
に
お
い
て
相
伝
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
道
統
に
つ
い
て
、
鈴
木
氏
は
一
切
考
証
し

て
い
な
い
。
資
料
に
基
づ
い
て
考
証
し
な
い
ま
ま
に
、
鈴
木
氏
は
「
古
秘
抄
」
に

つ
い
て
「
和
歌
の
余
情
と
対
立
す
る
と
の
自
覚
の
も
と
、
抑
制
的
に
「
裏
説
」
の

導
入
さ
れ
た
こ
の
切
紙
の
説
は
、
宗
祇
流
伝
授
の
初
期
段
階
の
も
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
さ
れ
た
。「
か
も
し
れ
な
い
」
と
断
定
を
避
け
て
は
い
る
も
の
の
、
鈴
木
氏

は
「
古
秘
抄
」
の
一
項
目
を
も
と
に
し
て
「
宗
祇
流
伝
授
の
初
期
段
階
」
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
一
覧
表
に
し
て
示
し
た
通
り
、
宗
祇

を
継
承
す
る
三
条
西
実
隆
・
肖
柏
・
近
衞
尚
通
が
伝
受
し
た
切
紙
の
項
目
に
「
内

外
表
裏
事
」
は
見
ら
れ
な
い
。
項
目
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
切
紙
の
本
文

を
検
討
し
て
も
、「
裏
説
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
「
内
外
表
裏
事
」
に
一
致
あ
る
い

は
近
似
す
る
内
容
の
切
紙
は
見
出
せ
な
い
。
さ
き
の
一
覧
表
に
使
用
し
た
切
紙
は

す
べ
て
、
宗
祇
が
相
伝
し
た
時
の
状
態
が
推
測
出
来
る
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ

の
切
紙
の
中
に
「
内
外
表
裏
事
」
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

古
今
伝
受
は
師
弟
関
係
を
重
視
し
て
相
伝
さ
れ
、
切
紙
は
、
門
弟
と
し
て
講
釈

を
受
け
た
後
に
初
め
て
相
伝
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
門
弟
に
よ
っ
て
、
相
伝
す
る

内
容
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
共
通
す
る
項
目
も
多
い
。
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の

切
紙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
項
目
も
あ
る
が
、
三
流
に
共
通
す
る
項
目
も
多
い
。

だ
が
、「
内
外
表
裏
事
」
は
、
三
流
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
「
内
外
表

裏
事
」
が
「
宗
祇
流
伝
授
の
初
期
段
階
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
測
す
る
の

で
あ
れ
ば
、「
宗
祇
流
伝
授
の
初
期
段
階
」
と
は
、
宗
祇
か
ら
実
隆
・
肖
柏
・
尚

通
以
外
の
誰
に
相
伝
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
、
宗
祇
か
ら
伝
受
し
た
実
隆
・
肖
柏
・
尚
通
の
切
紙
に
見
ら
れ
な
い
「
内
外
表

裏
事
」
は
、
い
つ
の
時
代
に
「
宗
祇
流
」
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う

し
た
道
統
が
明
ら
か
で
な
い
項
目
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
、「
宗
祇
流
」
と
推
定

し
、
そ
れ
を
根
拠
に
し
て
「
宗
祇
流
伝
授
」
あ
る
い
は
「
古
今
伝
授
」
に
つ
い
て

論
じ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
こ
と
が
実
証
で
き
る
具
体
的

な
資
料
を
提
示
し
た
上
で
、
な
お
か
つ
、
そ
の
内
容
が
宗
祇
を
継
承
す
る
他
の
切

紙
に
は
一
切
見
ら
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

鈴
木
氏
が
「
宗
祇
流
伝
授
の
初
期
段
階
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
測
す
る

根
拠
と
し
て
記
し
て
い
る
の
は
、「
内
外
表
裏
事
」
に
見
ら
れ
る
「「
裏
説
」
の
解

釈
法
」
で
あ
る
。
こ
の
「「
裏
説
」
の
解
釈
法
」
に
つ
い
て
鈴
木
氏
は
、「
宗
祇
流

の
特
徴
と
し
て
次
第
に
肥
大
化
し
て
い
く
傾
向
を
見
せ
る
」と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

「「
裏
説
」の
目
指
す
方
向
が
和
歌
の
余
情
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
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は
か
ら
ず
も
伝
授
に
か
か
わ
っ
た
当
事
者
の
口
か
ら
語
っ
て
い
る
」
こ
の
項
目
が

「
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
」
い
る
と
い
う
。
鈴
木
氏
は
、「
内
外
表
裏
事
」
に
つ
い

て
、「
故
に
、
和
歌
の
余
情
と
対
立
す
る
と
の
自
覚
の
も
と
、
抑
制
的
に
「
裏
説
」

の
導
入
さ
れ
た
こ
の
切
紙
の
説
は
、
宗
祇
流
伝
授
の
初
期
段
階
の
も
の
か
も
し
れ

な
い
」
と
さ
れ
た
。「
内
外
表
裏
事
」
に
お
い
て
「
抑
制
的
に
「
裏
説
」
の
導
入
さ

れ
た
」
こ
と
が
、
こ
の
項
目
が
「
宗
祇
流
伝
授
の
初
期
段
階
の
も
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
す
る
根
拠
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「「
裏
説
」
の
導

入
」
の
さ
れ
方
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
資
料
の
成
立
・
道
統
が
推
定
で
き
る
ほ

ど
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
鈴
木
氏
の
い
う
「「
裏
説
」
の
解

釈
法
」
が
、「
宗
祇
流
の
特
徴
と
し
て
次
第
に
肥
大
化
し
て
い
く
傾
向
を
見
せ
る
」

こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
資
料
で
実
証
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

実
証
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
宗
祇
を
継
承
す
る
古
今
伝
受
研
究
を
こ
え
て
、

こ
れ
が
「
宗
祇
流
伝
授
の
初
期
段
階
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
測
出
来
る
根

拠
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
的
な
研
究
成
果
を
批
判
し

て
、
成
立
も
道
統
も
不
明
な
資
料
を
用
い
て
古
今
伝
受
に
つ
い
て
論
じ
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
使
用
す
る
資
料
の
成
立
に
つ
い
て
具
体
的
に
実
証
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。「
内
外
表
裏
事
」
及
び
「
古
秘
抄
」
に
つ
い
て
、
そ

れ
が
切
紙
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
時
の
本
来
の
形
と
、「
宗
祇
流
伝
授
の
初
期
段
階
」

と
推
定
で
き
る
具
体
的
な
資
料
と
根
拠
を
示
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

注（
１
）　
「
荻
野
研
究
室
収
集　

三
条
西
実
隆
の
書
状
を
め
ぐ
っ
て
」（『
早
稲
田
大
学
図
書

館
紀
要
』
昭
58
・
8
）、『
中
世
歌
書
集
』（
早
稲
田
大
学
資
料
影
印
叢
書　

昭
62
・

６
）。

（
２
）　
「
東
常
縁
の
歌
学
に
お
け
る
常
光
院
流
の
継
承
」（『
龍
谷
叢
書
15　

中
世
近
世
和

歌
文
芸
論
集
』
平
20　

思
文
閣
出
版
）

（
３
）　

智
仁
親
王
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
資
料
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
古
今
伝
受
資
料
に
伝
わ

り
、『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書　

古
今
切
紙
集
』
に
影
印
・
翻
刻
さ
れ
た
。
尚

通
自
筆
の
切
紙
は
、
烏
丸
家
の
古
今
伝
受
資
料
（
同
部
蔵
）
に
伝
わ
る
。

（
４
）　

尚
通
切
紙
に
つ
い
て
は
「
近
衞
尚
通
の
古
今
伝
受
」（『
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
』

平
29
・
３
）
で
検
討
を
加
え
た
。

（
５
）　

智
仁
親
王
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
資
料
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
古
今
伝
受
資
料
に
伝
わ

り
、『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書　

古
今
切
紙
集
』
に
影
印
・
翻
刻
さ
れ
た
。
幽

斎
が
収
集
し
た
切
紙
は
、
烏
丸
家
の
古
今
伝
受
資
料
（
同
部
蔵
）
に
伝
わ
る
。

（
６
）　

肖
柏
の
切
紙
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
。
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